
九
日
、
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
館
長
・
徐
芸
圃
氏
に
よ
る
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
、
高
宮
広
衛
（
沖
縄
側
団
長
・
沖
縄
国
際
大
学
教
授
）
、

王
耀
華

文
化
経
済
協
会
理
事
長
・
中
国
文
化
大
学
教
授
）
、
趙
令
揚
（
香
港
大
学
教

授
）
ら
各
地
区
代
表
に
よ
る
北
京
大
会
を
迎
え
た
喜
ぴ
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影
。
休
憩
を
は
さ
ん

で
、
特
定
論
題
の
報
告
と
討
論
が
あ
っ
た
。
報
告
と
論
題
は
次
の
と
お
り
。

陳
捷
先
氏
（
台
湾
大
学
名
誉
教
授
）
「
康
熙
帝
の
琉
球
関
係
の
継
続
と
強

化
に
対
す
る
貢
献
」
、
照
屋
善
彦
氏
（
琉
球
大
学
教
授
）
「
西
力
東
漸
と
琉
球
」
、

徐
恭
生
氏
「
陳
侃
と
『
使
琉
球
録
』
」
。

陳
氏
の
報
告
は
、
中
国
に
お
け
る
明
清
交
代
期
と
薩
摩
の
琉
球
侵
攻
等
に

よ
っ
て
一
時
期
混
乱
し
た
中
琉
関
係
を
、
康
熙
帝
が
見
事
に
立
て
直
し
、

ら
に
前
進
さ
せ
た
こ
と
を
、
使
録
や

『大
清
会
典
』
、
『
起
居
注
』
等
の
資
料

を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
照
屋
氏
は
、

西
洋
人
の
観
察
記
録
を
検
討
し
て
、

れ
た
。

さ

十
九
世
紀
前
半
に
琉
球
に
来
た

日
本
と
の
対
比
で
日
本
が
尚
武
の
国
で

氏
（
福
建
師
範
大
学
副
学
長
・
徐
恭
生
同
教
授
代
読
）
、
影
柄
進
氏
（
中
琉

中
・
琉
歴
史
関
係
学
術
研
討
会
（
以
下
「
中
琉
学
会
」
）

は
、
十
月
二
十

上

里

賢

中
琉
学
会
I

第
六
回
会
議
か
ら
課
題
と
展
望
を
探
る

官
生
、
文
学
、
民
俗
、
建
築
等
の
分
野
に
わ
た
る
。

わ
れ
た
。

徐
玉
虎
氏

（
国
立
政
治
大
学
教
授
）
「
清
代
冊
封
使
全
魁
と
周
煙
の
著
作
に

形
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。

徐
氏
は
、
陳
侃
の
使
録
が
明
代
の
冊
封
使
録
の
中
で
残
っ
て
い
る
最
初
の

ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
を
論
じ
た
。

あ
る
の
に
対
し
、
琉
球
は
尚
文
の
国
で
武
器
が
な
い
と
い
う
美
し
い
誤
解
が

も
の
で
、

以
後
の
使
録
の
規
範
と
な
っ
て
重
視
さ
れ
た
事
を
確
認
し
た
う
え

で
、
そ
の
内
容
が
従
来
の
評
価
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し

た
。
と
く
に
同
使
録
中
の
天
妃
に
つ
い
て
の
記
録
は
、

以
後
の
使
録
の
ひ
な

午
後
は
会
場
を
政
治
史
・
経
済
関
係
と
文
化
史
・
梢
案
関
係
の
二
つ
に
分

け
て
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、

あ
り
、
三
日
目
は
、
午
前
中
は
二
つ
の
会
場
で
の
研
究
発
表
、
午
後
は
西
里

喜
行
氏
（
琉
球
大
学
教
授
）
「
中
琉
関
係
史
中
の
土
通
事
と
牙
行
（
球
商
）
」
、

楊
冬
権
氏
（
国
家
梢
案
局
弁
公
室
主
任
）
「
明
代
国
子
監
の
琉
球
官
生
考
」
、

残
る
琉
球
に
つ
い
て
」
の
三
つ
の
特
定
論
題
の
報
告
と
討
論
、
閉
会
式
が
行

全
体
会
議
で
の
六
編
の
特
定
論
題
と
、
二
つ
の
分
科
会
に
お
け
る
三
十
一

編
の
報
告
（
論
文
報
告
の
み
三
編
を
ふ
く
む
）
、

け
ら
れ
た
も
の
が
一
編
あ
っ
た
の
で
、
提
出
さ
れ
た
論
文
は
合
計
三
十
八
編

と
な
る
。
三
十
八
編
の
論
文
は
歴
史
、
経
済
（
貿
易
）
、
文
化
交
流
、
宗
教
、

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
つ
い
て
、

報
告
者
に
つ
い
て
、

翌
日
は
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
史
跡
参
観
が

お
よ
ぴ
当
日
論
文
だ
け
届

紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
沖
縄
側
の

そ
の
題
目
だ
け
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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「
中
琉
学
会
」
が
開
か
れ
る
き
っ
か
け
は

一
九
八
三
年
十
月
二
十
六
日

「
文
化
史
・
梢
案
関
係
」
分
科
会
（
五
人
）
。
上
江
洲
安
亨
氏

「清
朝
初

「
政
治
史
・
経
済
関
係
」
分
科
会
（
四
人
）
。

池
宮
正
治
氏

「
上
表
渡
し

と
勅
書
迎
え
の
儀
式
」
、
田
名
真
之
氏
「
明
清
交
代
と
琉
球
」
、
深
沢
秋
人
氏

「
清
代
に
お
け
る
琉
球
使
節
の
再
検
討
ー
渡
唐
役
人
と
し
て
の
勤
学
人
を
中

心
に
」
、
豊
見
山
和
行
氏
「
琉
球
国
に
お
け
る
冠
船
貿
易
の
実
態
」
。

期
に
お
け
る
琉
球
の
官
生
派
遣
に
対
す
る
謝
恩
の
貢
物
に
つ
い
て
」
、
上
里

（
筆
者
）
「
孫
衣
言
と
琉
球
官
生
」
、
赤
嶺
守
氏

「清
代
中
琉
関
係
梢
案
史
料

の
電
子
情
報
化
に
つ
い
て
—
『
清
代
中
琉
関
係
梢
案
続
編
』
を
中
心
に
」、

宮
城
昌
保
氏
「
琉
球
へ
の
食
の
伝
播
（
麺
食
伝
播
再
編
）
」
、
苦
瓜
和
宏
氏

「中

国
と
の
交
流
に
お
け
る
琉
球
伝
統
料
理
に
つ
い
て
」
（
論
文
報
告
）
。

報
告
全
体
の
特
徴
は
、
第
一
に
梢
案
関
係
の
発
表
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
梢
案
を
対
象
と
し
た
も
の
が
六
編
あ
り
、
梢
案
を
利
用
し
た
報
告
も
数

え
る
と
十
編
以
上
に
も
な
る
。
第
二
に
、
官
生
や
勤
学
等
、
留
学
生
を
対
象

と
し
た
報
告
が
五
編
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
沖
縄
県
が
推
進
し
て
い
る

『
歴
代
宝
案
』
編
集
事
業
と
の
か
ら
み
で
、
福
建
師
範
大
学
の
徐
恭
生
・
謝

必
震
氏
ら
が
北
京
の
第
一
歴
史
梢
案
館
の
琉
球
関
係
資
料
の
発
掘
に
尽
力

し
、
そ
の
成
果
を
『
清
代
中
琉
関
係
梢
案
選
編
』
『
同
続
編
』
『
同
三
編
』
と

し
て
出
版
し
て
い
る
こ
と
が
、
梢
案
資
料
を
利
用
し
や
す
い
身
近
な
も
の
に

し
て
お
り
、

そ
れ
が
研
究
に
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ー
三
十
日
の
琉
球
学
術
文
化
親
善
交
流
団
（
団
長
•
島
尻
勝
太
郎
、
当
時
沖

学
会
」
の
開
催
と
継
続
も
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
成
果
の
―
つ
で
あ
る

的
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
。

い
ち
い
ち
上
げ
る
余
裕
は
な
い
が
、
「
中
琉

縄
大
学
教
授
、
以
下
、「
島
尻
訪
問
団
」
と
呼
ぶ
）

メ
ン
バ
ー
は
島
尻
団
長
以
下
、

部
政
男
（
琉
球
大
学
）
、

の
台
湾
訪
問
で
あ
っ
た
。

又
吉
盛
清
（
当
時
浦
添
市
史
編
集
室
）
、
我

比
屋
根
照
夫
（
同
）
、

比
嘉
政
夫
（
同
）
、
上
里
賢

（
同
）
、
糸
数
兼
治
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
）
、
渡
名
喜
明

城
保
（
沖
縄
県
立
図
書
館
）
、

（
同
）
、
宮

田
名
真
之
（
那
覇
市
史
編
集
室
）
、
渡
口
善
明

（沖
縄

マ
イ
ク

ロ
セ
ン
タ
ー
）
、
松
島
弘
明
（
琉
球
新
報
）
の
十
二
名
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
台
湾
は
戒
厳
令
下
に
あ
り
、

日
本
と
の
外
交
関
係
は
断
絶
し
て

お
り
、
学
術
的
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
に
と
っ

て
は
歴
史
的
に
も
緊
密
な
関
係
に
あ
る
も
っ
と
も
近
い
外
国
で
あ
り
、

の
動
向
に
左
右
さ
れ
な
い
学
術
的
絆
を
築
く
た
め
に
何
か
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、

っ
た
。

政
治

そ
の
糸
口
を
つ
か
み
た
い
—
こ
れ
が
、
島
尻
訪
問
団
の
目
的
で
あ

そ
の
当
時
の
記
憶
を
た
ど
る
と
、
今
で
も
胸
の
高
鳴
り
を
覚
え
る
。

台
湾
と
の
学
術
交
流
の
原
則
を
確
立
し
、

以
後
の
研
究
者
の
交
流
や
資
料
の

交
換
が
着
実
に
進
み
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
、
こ
の
訪
問
が
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
。
台
湾
大
学
付
属
図
書
館
で
見
た
台
北
帝
大
時
代
の
膨
大

な
蔵
書
、
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
の
琉
球
関
係
資
料
と
台
湾
資
料
、

故

宮
博
物
院
の
世
界
的
宝
物
と
梢
案
資
料
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
に
あ
る
日
本

統
治
時
代
の
総
督
府
文
書
等
々
、

「来
る
の
が
遅
か
っ
た
」

「あ
と
十
歳
若
け

れ
ば
」
と
団
員
を
慨
嘆
さ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
興
奮
し
て
帰
国
し

た
団
員
は
、
す
ぐ
に
台
湾
と
の
研
究
者
の
交
流
、
資
料
交
換
の
た
め
の
具
体
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（
「
中
琉
学
会
」

こ
の
「
島
尻
訪
問
団
」
は
、
沖
縄
で
組
織
さ
れ
た
学
術
中
心
の
交
流
団
と

し
て
は
、
戦
後
初
め
て
の
学
際
的
な
性
格
を
も
っ
た
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
前
に
も
個
別
分
野
の
研
究
者
が
、

て
い
た
が
、

そ
れ
は
個
人
的
レ
ベ
ル
の
交
流
の
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
と
言

れ
は
ど
話
題
に
も
な
ら
ず
、
台
湾
は
そ
の
地
理
的
距
離
の
何
倍
も
遠
い
存
在

参
加
し
た
動
機
も
関
心
領
域
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
団
員
だ
が
、
台
湾
に
対

す
る
熱
い
思
い
は
―
つ
で
あ
っ
た
。
出
発
の
一
月
前
に
台
湾
大
学
の
陳
捷
先

教
授
が
、
教
授
の
下
で
研
究
中
の
留
学
生
・
赤
嶺
守
氏
（
現
琉
球
大
学
教
授
）

と
共
に
来
島
さ
れ
、
台
湾
の
研
究
者
や
研
究
機
関
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
台
湾
訪
問
に
対
す
る
替
戒
感
を
軽
減
し
、
資
料
調
査
と
研
究
交

お
二
方
は
、

存
在
と
な
り

き
っ
て
い
る
）
、

そ
の
後
の
沖
縄
と
台
湾
の
学
術
交
流
の
事
実
上
の
中
心
的
な

そ
の
意
味
で
は
、

お
二
方
は
「
中
琉
学
会
」

で
あ
り
、
育
て
の
親
で
あ
る
と
言
え
る
。

「島
尻
訪
問
団
」
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、

を
作
り
え
た
の
は
、

だ
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
交
流
を
し

の
生
み
の
親

そ
の
後
の
交
流
の
き
っ
か
け

わ
れ
わ
れ
が
以
後
に
「
島
尻
三
原
則
」
と
呼
ん
で
、
外

国
と
の
学
術
交
流
の
基
本
的
ル
ー
ル
と
し
て
い
る
理
念
を
持
っ
て
い
た
か
ら

そ
れ
は
、
①
資
料
の
調
査
と
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
性
急
に
閲

の
企
画
・
運
営
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
力
に
頼
り

流
の
可
能
性
を
膨
ら
ま
せ
る
う
え
で
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

と
し
て
忘
却
の
彼
方
に
あ
っ
た
。

っ
て
良
く
、
し
た
が
っ
て
、
研
究
者
の
間
で
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
に
も
そ

J

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

勢
的
類
似
性
と
、
島
の
独
自
性
の
獲
得
の
課
題
、
自
ら
の
島
の
運
命
を
他
律

覧
や
提
供
を
求
め
な
い
。
相
手
方
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、

ら
提
供
で
き
る
も
の
は
な
い
か
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
。
②
専
門
領
域
を
異

に
す
る
と
は
言
え
、
団
員
は
沖
縄
を
代
表
し
て
い
る
つ
も
り
で
、

く
話
し
合
い
相
談
し
あ
っ
て
事
を
処
理
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
個
人
行
動
に
走
ら

な
い
こ
と
。
③
台
湾
の
状
況
に
配
應
し
、
協
力
し
て
く
れ
る
機
関
・
個
人
に

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
今
後
の
交
流
の
基
礎
と
条

件
を
整
え
る
た
め
、
誠
意
を
も
っ
て
接
し
交
流
を
深
め
る
こ
と
。

出
発
前
の
空
港
で
、
島
尻
団
長
が
力
説
し
た
「
三
原
則
」
は
、
今
も
胸
に

鳴
り
続
け
て
い
る
。
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
。

こ
の
「
島
尻
訪
問
団
」
は
、
大
学
や
研
究
機
関
等
で
の
資
料
調
査
の
ほ
か
、

開
し
た
。
そ
の
中
で
、
台
湾
大
学
の
曹
永
和
氏
が
司
会
役
に
な
っ
て
、
喫
茶

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
メ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
離
れ
た
島
と
し
て
の
地

的
に
外
か
ら
強
制
さ
れ
る
歴
史
の
共
通
性
、
将
来
の
地
位
を
め
ぐ
る
双
方
の

苦
悩
等
が
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。

は
、
方
法
の
激
し
い
や
り
と
り
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

我
々
の
方
か

全
員
で
よ

藷
摩
の
琉
球
侵
攻
や
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
処
分
の
評
価
等
を
め
ぐ
っ
て

地
元
紙
『
賄
合
報
』

の

運
営
す
る
「
国
学
文
献
館
」
主
催
で
学
術
討
論
会
が
あ
り
、
筆
者
が
琉
球
に

お
け
る
漢
詩
文
の
研
究
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
、
梁
嘉
彬
氏
、
楊
雲

非
氏
ら
台
湾
を
代
表
す
る
研
究
者
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

お
お
い
に
剌
激

画
廊
（
紫
藤
蔑
）

の
奥
ま
っ
た
座
敷
で
展
開
さ
れ
た
座
談
会
の
様
子
は
今
で

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
研
究
機
関
の
研
究
者
と
積
極
的
な
意
見
交
換
を
展
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台
溺
・
沖
縄
双
方
の
熱
意
が
結
実
し
て

則
と
し
て
確
立
し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

に
な
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
よ
う
に
、
最
初
の
台
湾
訪
問
の
時
か
ら
、
学
術
交
流
が
実
際
に
展
開
さ

流
の
機
会
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
う

略
す
）

印
象
深
い
出
来
事
と
し
て
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

し
て
、
第
一
回
中
琉
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
（
以
下
、

「中
琉
学
会
」
と

の
翌
年
開
催
が
決
ま
っ
た
。

謝
礼
、
原
稿
料
等
が
、
主
催
者
の
中
琉
文
化
経
済
協
会
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
を
め
ぐ
っ
て
、

開
く
場
合
、

日
本
の
学
会
の
慣
例
に
な
い
こ
と
、
第
二
回
以
降
沖
縄
で

こ
れ
に
準
ず
る
や
り
方
が
実
施
不
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
議

論
の
焦
点
と
な
り
、
あ
く
ま
で
も
自
己
負
担
に
よ
る
自
費
参
加
に
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
、
参
加
を
み
あ
わ
せ
る
者
も
い
た
。
こ
の
議
論
は
、

以
後
の
会

議
に
反
映
さ
れ
、
滞
在
費
は
開
催
地
負
担
、
旅
費
そ
の
他
は
自
己
負
担
を
原

台
北
市
で
、
第
一
回
学
会
が
開
か
れ
た
。
発
表
論
文
二
十
四
編
（
沖
縄
十
一
、

県
外
二
、
台
湾
九
、
韓
国
二
）
。
第
二
回
学
会
は
一
九
八
八
年
十
一
月
十
三

日
、
十
四
日
に
那
覇
市
で
開
か
れ
た
。
発
表
論
文
二
十
八
編
（
沖
縄
十
、

県

一
九
八
六
年
十
一
月
二
十
二
日

第
一
回
「
中
琉
学
会
」
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は
、
滞
在
費
、
発
表
者
へ
の

授
・
徐
玉
虎
氏
ら
一
行
七
人
の
研
究
者
の
来
沖
が
あ
り
、
定
期
的
な
学
術
交

外
一
、
台
湾
十
五
、
韓
国
二
）
。
第
三
回
(
-
九
九

0
年
十
一
月
十
五
日
ー
ニ

十
日
・
台
北
）
、
発
表
論
文
三
十
九
編
（
沖
縄
十
六
、
県
外
四
、
台
湾
十
一
、

韓
国
二
、
米
国
二
、

あ
る
が
、
こ
の
と
き
初
め
て
王
耀
華
（
福
建
師
範
大
学
教
授
）
、
謝
必
震
（
同

講
師
）
、
楊
国
禎
（
腹
門
大
学
教
授
）

第
四
回
(
-
九
九
二
年
十
一
月
二
十
一
日

1
二
十
二
日
・
那
覇
）
、
発
表
論

文
二
十
八
編

カ
ナ
ダ
一
、
中
国
大
陸
三
）
。
論
文
だ
け
の
参
加
で
は

が
参
加
し
た
こ
と
が
、
特
筆
さ
れ
る
。

こ
の
時
福
建
と
北
京
の
研
究
者
が
初
参
加
。
次
回
の
福
建
開
催
が
決
ま
る
。

第
五
回
（
一
九
九
四
年
十
一
月
二
十
四
日

1
二
十
七
日
・
福
州
、
泉
州
）
、

発
表
論
文
三
十
九
編
（
沖
縄
十
一
、
県
外
三
、
台
湾
八
、
中
国
大
陸
二
十
七
）
。

初
め
て
中
国
大
陸
で
開
催
。
第
六
回
(
-
九
九
六
年
十
一
月
二
十
八
日

1
+

一
月
一

日
・
北
京
）
、
発
表
論
文
三
十
八
編
（
沖
縄
十
一
、

県
外
三
、
台
湾

七
、
中
国
大
陸
十
七
）
。
そ
し
て
、
次
回
は
九
八
年
台
湾
で
開
催
予
定
。

日
本
本
土
、
韓
国
、
福
建
、
北
京
、
香

台
湾
と
沖
縄
が
中
心
と
な
っ
て
、

だ
ろ
う
。
報
告
論
文
の
内
容
に
ふ
れ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
第
五
回
ま

で
は
報
告
論
文
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
第
六
回
の
論
文
集
は
今
年
、
香
港
の
出
版
社
か
ら
出
る
予
定
で
あ
る
。

第
一
回
会
議
の
開
催
か
ら
、
す
で
に
十
四
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
「
中
琉
学

会
」
は
、

そ
の
規
模
、
内
容
と
も
我
々
の
当
初
の
予
想
を
超
え
る
勢
い
で
発

展
充
実
し
て
き
た
。
学
会
は
、
中
国
・
沖
縄
双
方
の
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
都
度

港
を
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
米
国
、
カ
ナ
ダ
ヘ
と
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る

（
沖
縄
七
、
県
外
五
、
台
湾
十
、
中
国
大
陸
五
、
韓
国
一
）
。

師
・
呉
密
察
氏
を
招
い
て
交
流
し

一
九
八
五
年
に
は
、
中
国
文
化
大
学
教

球
大
学
と
浦
添
市
民
会
館
で
講
演
会
を
開
い
た
の
を
は
じ
め
、
台
湾
大
学
講

帰
国
後
、
翌
年
に
は
曹
永
和
氏
を
琉
球
大
学
ア
ジ
ア
研
究
会
で
招
待
、
琉

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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学
術
的
な
会
議
だ
と
は
言
っ
て
も
、
台
北
と
福
建
・
北
京
の
開
催
地
に
と
っ

て
い
る
。
「
国
際
」
と
い
う
呼
称
を
入
れ
る
か
ど
う
か
は

い
く
ら
純
粋
に

の
名
称
は
、
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。
台
湾
と
沖
縄
だ
け

で
開
催
し
、
出
席
者
も
こ
の
二
地
区
の
研
究
者
が
中
心
に
な
る
な
ら
問
題
に

さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
第
五
回
の
福
建
省
福
州
・
泉
州
で
の
学

会
と
今
回
の
北
京
に
お
い
て
は
、
「
中
琉
歴
史
関
係
学
術
研
討
会
」
と
い
う

こ
れ
に
は
、
台
北
と
福
建
・
北
京
の
関
係
者
の
苦
悩
が
そ
の
ま
ま
反
映
し

名
称
に
な
っ
て
い
る
。

ば
幸
い
で
あ
る
。

催
地
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変
わ
る
と
い
う
の
も
、
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

学
会
の
在
り
方
と
し
て
は
、
や
は
り
変
則
的
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
事
務
局
の
体
制
と
そ
の
運
営
上
の
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
自
身

の
会
員
と
し
て
の
自
覚
不
足
と
責
任
感
の
欠
如
を
棚
に
あ
げ
て
、

愚
痴
っ
ぽ

い
こ
と
を
い
う
の
は
気
の
重
い
こ
と
だ
。
こ
れ
が
、
私
の
認
識
不
足
で
あ
れ

索
直
に
言
っ
て
現
在
の
沖
縄
側
の
事
務
局
は
、
特
定
の
人
に
仕
事
が
集
中

し
て
過
重
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。
事
務
局
と
会
員
と
の
関
係
が
希
薄
で
、

会
員
は
ほ
と
ん
ど
活
動
の
内
容
と
運
営
に
つ
い
て
発
言
す
る
機
会
が
な
く
、

第
一
に
学
会
の
名
称
の
問
題
が
あ
る
。
「
中
琉
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
」

て
い
る
。

報
告
集
で
は
第
一
回
か
ら
の
呼
称
を
踏
襲
し
て
「
会
議
」
と
し
て
い
る
。
開

「
会
議
」
と
す
る
か
「
研
討
会
」
と
す
る
か
も
、
あ
わ
せ
て
議
論
し
て
み

こ
の
よ
う
に
順
調
な
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
学
会
で
あ
る
が
、
今
回
の
北

京
大
会
を
経
て
次
の
台
北
大
会
へ
向
け
て
、
会
議
は
明
ら
か
に
―
つ
の
歴
史

的
な
転
機
に
さ
し
か
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
次

の
飛
躍
へ
つ
な
げ
て
行
く
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
第
五
回
の
福
建
省
の
場
合
は
、
「
研
討
会
」
を
使
い
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
意
見
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
双
方
の
立
場
を
損
ね
な
い
よ
う
な
案
を
作
ら

な
広
が
り
を
見
せ
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

台
湾
、
韓
国
、
香
港
、
米
国
等
、
広
い
範
囲
の
研
究
者
の
交
流
の
輪
が
大
き

大
き
な
話
題
と
し
て
報
道
し
て
き
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
毎
回
中

国
と
沖
縄
の
交
流
史
に
残
る
よ
う
な
学
術
的
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
同
時
に
、

明
・
清
代
の
中
国
と
琉
球
の
関
係
史
と
い
う
学
術
的
課
題
を
接
点
に
、
政
治

的
に
複
雑
で
困
難
な
課
題
の
多
い
中
国
大
陸
と
台
湾
の
研
究
者
の
橋
渡
し
の

役
割
を
、
沖
縄
の
研
究
者
が
果
た
し
た
い
と
い
う
夢
は
意
外
に
早
く
実
現
し

た
。
そ
し
て
今
日
、
琉
球
（
沖
縄
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
中
国
大
陸
、

台
北
に
と
っ
て
も
福
建
・
北
京
に
と
っ
て
も
、
中
国
は
―
つ
で
あ
る
。
し

か
し
、

現
実
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
政
府
が
あ
っ
て
、

そ
の
い
ず
れ
も
正
当
性

を
主
張
し
て
い
る
。
政
治
の
干
渉
を
受
け
ず
に
双
方
の
研
究
者
の
自
由
な
研

究
交
流
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

配
應
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

開
催
地
は
自
国
の
政
府
や
住
民
の
感
情
に

次
の
台
北
で
の
会
議
で
ど
の
名
称
を
使
う
か
、

そ
の
調
整
役
は
沖
縄
が
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。
台
湾
と
大
陸
の
当
事
者
か
ら
率
直

て
は
、
ど
う
で
も
良
い
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
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二
年
に
一
回
の
学
会
に
参
加
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

ジ
ー
な
と
こ
ろ
が
、

ゆ
る
や
か
で
フ
ァ

こ
の
学
会
の
良
い
所
だ
が
、
同
時
に
課
題
で
も
あ
る
。

会
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
ま
た
、
通
信
費

や
諸
雑
費
を
一
部
事
務
局
員
に
負
担
さ
せ
た
ま
ま
に
し
な
い
た
め
に
も
、
年

第
三
に
、
学
会
の
持
ち
方
で
あ
る
。
発
表
者
の
数
が
増
え
る
こ
と
は
歓
迎

す
べ
き
こ
と
だ
が
、

そ
の
た
め
に
討
論
し
て
論
点
を
深
め
る
時
間
が
な
く
、

言
い
っ
放
し
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
使
用
言
語
や
通
訳
の
問
題

第
四
に
、
第
五
回
と
今
回
韓
国
か
ら
の
参
加
が
な
か
っ
た
こ
と
。
次
の
台

北
の
開
催
時
に
は
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
沖
縄
側
か
ら
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
べ
き
か
、
た
だ
静
観

の
市
民
の
方
に
も
関
心
を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
、
県
民
の
宝
と
し
て
育
て
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
会
員
相
互
の
意
志
疎
通
を
も

っ
と
生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
し
、
会
員
の
知
恵
と
力
を
結
集
す
べ
く
、
年

一
ー
ニ
回
程
度
定
期
的
に
会
合
を
開
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
自
戒
も
含
め

て
の
希
望
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
学
会
を
広
く
県
内
の
研
究
者
に
開
放
し

す
る
の
み
で
良
い
の
か

話
し
合
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

な
ど
、
困
難
な
条
件
は
あ
る
が
、
工
夫
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

会
費
制
に
す
る
な
ど
何
ら
か
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

般
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